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23 ～ 35

神奈川県相模原市緑区原宿南２－６－１０

Ⅴ アウトカム項目

ホームはＪＲ横浜線・相模線の橋本駅からバスで１０分、原宿公園西バス停から徒
歩１分、または東原宿バス停から徒歩５分の閑静な住宅街の一角にあります。
法人の有限会社ネオビジョンはグループホームや訪問介護・通所介護事業所等を運
営しており、長年培ってきたノウハウを運営に活かしています。プライミーは「最
高の私」、しろあんは旧城山町の城（しろ）、庵（あん）を意味しています。
＜優れている点＞
理念と家訓の２つを掲げ実践しています。ホームが目指す利用者尊重の理念を「安
心・楽天・自由」としています。職員が守るべきもの「追及・共有・団結」を家訓
とし、明確な目標の中で管理者のリーダーシップのもと運営しています。
個人日常記録は時系列でアクティビティ、休憩、排泄、食事、水分、健康、様子を
記入し、利用者の生活のリズムがわかりやすく把握できるように工夫しています。
家族への報告も書面において細やかに行っています。
＜工夫点＞
電気のスィッチを自動にしない、玄関も段差がある等、あえて普通の家の状態を保
ち、それを生活リハビリと考えて支援しています。近隣への散歩や買物などの外出
について希望を聞きながら小まめに支援しています。職員が協力して事業所の様子
をブログで発信しています。

「利用者本位」
　臨機応変に対応ができるよう、スケジュールを決めることなく日々の暮らしを
　お手伝いしています。
「チームケア」
　職員はお互いに協力し合い、思いやり合えるチーム力があります。
「明るく開放的な雰囲気」
　玄関は施錠していません。しろあんの理念「安心・楽天・自由」を胸に取り組
　んでいます。

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

平成25年12月28日

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

56 ～ 68

認知症対応型共同生活介護
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56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある ○ 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 ○ 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 67 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 ○ 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

プライミーしろあん

わおん

 事業所名

 ユニット名

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

株式会社フィールズ



プライミーしろあん

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念をつ
くり、管理者と職員は、その理念を共有して実践につ
なげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流して
いる。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の
理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしてい
る。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価へ
の取り組み状況等について報告や話し合いを行い、そ
こでの意見をサービス向上に活かしている。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実
情やケアサービスの取組みを積極的に伝えながら、協
力関係を築くように取り組んでいる。

２ヶ月の活動報告を行う中で、参加者
より色々なご意見を頂いております。
参加者のご意見の他、議題にあがった
内容は回答及び検討結果を議事録にま
とめ、次回の会議で報告しています。
欠席者と行政機関へも同じ内容をお送
りしています。

親しみある呼び名「しろあん茶話会」
として運営推進会議を奇数月に自治
会、地区会、地域包括支援センター、
家族などの出席を得て、年６回開催し
ています。会議に参加した利用者家族
から提供されたパンフレットにより、
口腔ケアに活用した例があります。

申請・報告等は出来る限り直接窓口に
出向き対応しています。また担当者へ
の問い合わせは気兼ねなくできる状況
であり、協力関係を気づいていると理
解しています。

同一法人の他のグループホーム設立以
来からの繋がりを持ち、引き続き良好
な関係を築いています。変更届出書類
などの提出は直接持参をして、市担当
者（高齢福祉課・生活保護課）への説
明や相談などをおこなっています。

事業者内の買い物や理美容などは全て
近隣で対応しています。日頃から散歩
や玄関掃除など屋外で過ごす事も多
く、挨拶などを通して地域情報を頂い
たりと自然な流れで交流が出来ていま
す。盆踊りや夏祭りなど地域交流も
行っています。

自治会に加入し、会長から情報を直接
入手する機会もあります。地域防災訓
練には職員が煙体験やＡＥＤ講習など
に参加し交流に努めています。事業所
の餅つき大会では、集まった近隣の子
供から小学校にも伝わり、校長先生が
朝礼で紹介しています。

盆踊り、夏祭り、防災訓練と地域へ参
加させて頂きました。運営推進会議に
は地域からの参加も頂き、認知症の症
状の話題やご家族様の経験談などを話
合う機会にもなっています。また、広
報誌の配布や地域ケア会議への参加も
行っています。

　

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

プライミーしろあんでどのように過ごされ
たいか？自分に置き換え、ご利用者様の目
線から職員全員で考えました。また理念と
は別に、プライミーしろあんを「家」と
し、理念実現の家訓（職員が何をすべき
か）も設定しました。事業所内の各所に掲
示し、意識の共有を図っています。

理念は職員一人ひとりの思いについて
アンケートを行い、管理者がまとめて
作っています。利用者の立場を尊重し
た「理念」と職員としての姿勢を表し
た「家訓」の２つにより実践に繋げて
います。職員とは勉強会を通じ常に共
有しケアに取り組んでいます。

株式会社フィールズ



プライミーしろあん

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準
における禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機
会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い、防止に努めてい
る。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制
度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と
話し合い、それらを活用できるよう支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等
の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得
を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外
部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させて
いる。

成年後見制度を利用されている方が数
名いらっしゃいます。ご入居されてか
ら手続きをされた方もおり、制度や手
続きについて資料を準備し、活用でき
るような体制を整えています。

利用契約前から何でも尋ねて頂けるよ
う繰り返しお声掛けをしています。ま
た尋ねられた事に対してもご理解頂く
まで、説明するよう心がけると共に、
気軽に尋ねて頂けるような関係の構築
に努めています。

事業所内に目安箱を設置しています。
普段からコミュニケーションを心がけ
ると共に、運営推進会議での意見を事
業所運営に反映させています。

多くの利用者家族が気軽に参加できる
よう「茶話会」を開催し、要望や提案
が出しやすいように配慮をしていま
す。家族からの意見で苦情対応マニュ
アルに沿って対応した例があります。
重要事項説明書には分かりやすく受付
窓口を記載しています。

勉強会において虐待の正しい知識習得
を行うと共に、普段から職員間で情報
共有を行い、虐待を見過ごすことな
く、また防止にも努めています。

玄関と各ユニット出入り口は施錠せ
ず、また利用契約時に身体拘束をしな
い事業所として説明をしています。勉
強会では身体拘束の正しい知識習得を
行うと共に、普段から職員間で情報共
有を行い、身体拘束をしないケアに取
り組んでいます。

家族には入所時に「身体拘束等行動制
限についての要領」により説明を行っ
ています。職員は内部勉強会などを通
じ、身体拘束につながる施錠の弊害を
理解しています。利用者の気持ちに寄
り添いながら支援しています。

株式会社フィールズ



プライミーしろあん

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を
聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況
を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自
が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に
努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、
働きながらトレーニングしていくことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつ
くり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活
動を通じて、サービスの質を向上させていく取組みを
している。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている。

事前情報収集を十分に行い信頼関係構
築のポイントを見出すと共に、環境の
変化はご利用者様の不安や混乱に繋が
る事を理解し、ご入居当初は意識的に
「その方を知る」事に取り組んでいま
す。

開設時は法人研修として既存のグルー
プホームへの他事業所研修を行いまし
た。また外部研修は同業者交流として
位置づけ、積極的に参加しています。
法人研修として既存グループホームの
研修も受け入れました。

本人の経験や能力に応じて外部研修へ
の参加の機会を作ると共に、内部勉強
会を定期的に開催しています。外部研
修及び内部勉強会の資料と参加報告書
は全職員で共有をして、個々の学びへ
結びつくように取り組んでいます。

ミーティングの機会を持ち、職員が意
見を言える場の整備をしています。ま
た普段からコミュニケーションを取り
ながら意見や提案を吸い上げて反映し
ています。１年に１回は個別に意見や
提案を聞く機会を設けています。

管理者は職員会議や色々な機会を捉え
て個別に意見を聞いています。職員の
係り制度では「メニュー係・イベント
係・環境整備係」を置き、職員の意見
を活かして企画・実行・改善につなげ
ています。意見をもとに開所１周年行
事や秋の大運動会を行なっています。

年に１回、職員は自己評価を行い自己
の振り返りをすると共に、自身の目標
を設定しています。また居室担当や係
担当を設置し、各職員のやりがいに繋
げていります。

株式会社フィールズ



プライミーしろあん

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮ら
しを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人
と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく
関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている。

ご本人様の生活歴を把握し、今までと
変わりない暮らしが続けられるよう対
応しています。近隣買い物にて偶然知
人に会う方いらっしゃいました。ご家
族様やお知り合いの方の面会、ご家族
様との外出なども自由に行って頂いて
います。

利用者は親戚や知人の面会、外泊も自
由に行っています。以前、稽古ごとの
先生をしていた利用者には、当時の生
徒が面会に来てくれています。電話の
取り次ぎや携帯電話の使用、近隣美容
室の利用など関係が途切れないよう希
望に沿って支援しています。

その方の出来る力を見つけて活動・活
躍の機会を一緒に行ったり、また他者
と関わりがもてる様な対応もしていま
す。無理強いすることなく、自己決定
を尊重しその方がやる気になる雰囲気
を作っています。

毎月、写真付きのお手紙にてご様子を
お伝えしています。判断や報告を急ぐ
内容は電話にて連絡し、事業所主導で
はなく、共に支える姿勢で取り組んで
います。

ご家族様との信頼関係構築のため、入
居相談時点から十分にコミュニケー
ションをとる事を心がけています。ご
入居後はご面会時の他、電話や手紙を
使って情報の共有に取り組んでいま
す。（報告・連絡・相談）

ご本人様及びご家族様の要望は必ず伺
います。また情報収集においてアセス
メントをしっかり行い、課題・目標・
サービス内容を見極めて、日々取り組
んでおります。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努
めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係
性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過
をフォローし、相談や支援に努めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、
これまでのサービス利用の経過等の把握に努めてい
る。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている。

健康状態・精神状態・暮らしのリズム
など、監視するのではなく常にアンテ
ナを張って現状の把握に努めていま
す。また何気ない会話や動き・表情な
ど、まずは普段を知ることで、変化に
早く気づける事を理解して取り組んで
います。

日常的な関わりの中からご本人様の希
望や意向を吸い上げ、実現に向けて取
り組んでいます。理美容の希望・食べ
たい物・やりたい事など、早い段階で
実現できるよう対応しています。

居室担当制を取り入れ、一人ひとりの
思いや希望の把握に努めています。利
用者の思いから行った「夕涼み会」は
駐車場を利用して、多くの利用者が楽
しんでいます。塗り絵などを好む利用
者も多く、職員が見守りながら本人の
意向に沿って支援を続けています。

事前の情報収集の他、ご入居されてか
らもその方を知ることを続け、その方
の暮らしの把握に努めています。サー
ビス内容に関して、事実と結果を記録
する事で、経過の把握や状態変化の早
期発見に繋げています。

契約終了後、その後のご様子を教えて
くださる方がいらっしゃいます。また
近隣在住にて、時々お会いし近況報告
をして下さる方もいらっしゃいます。

ごく自然な流れの中でお互いの役割が
でき、共に協力しながら活動されてい
らっしゃいます。また居室を行き来さ
れ、気の合う仲間同士の時間をもたれ
る方や、お互いに思いやりのある言葉
を掛けられている場面は日常てきで
す。

株式会社フィールズ



プライミーしろあん

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につ
いて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞ
れの意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計
画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、
本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援している。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適
切な医療を受けられるように支援している。

買い物、出前、外食、理美容などは
ホーム近隣を活用しています。また自
治会行事へ参加することで、地域との
繋がりを確保しています。

緊急を要する場合はお電話で、その他
は毎月お手紙で医療情報をお伝えして
います。健康チェックは毎日行い、検
査、健康診断、専門医の受診など適切
な医療が受けられるよう支援していま
す。

定期的な医師の往診、訪問看護を実施
しています。必要に応じて、職員は通
院に付き添っています。毎月モニタリ
ングと兼ねて、利用者の体調を「ご様
子」として書面で家族に報告していま
す。眼科・耳鼻科などのかかりつけ医
の利用も支援しています。

介護計画に基づいたケース記録とその
方の生活リズムが把握出来る個人日常
記録を使っています。介護計画を日々
の記録に活用することで、毎日モニタ
リングを行い、また生活リズムを把握
することで変化や原因の把握に役立っ
てています。

日用品、希望品、理美容等、一括管理
はせず、直接お店に出向いて自己決定
のもとその方に合わせた柔軟な対応が
出来ています。

居室担当者と計画作成担当者でケアを
見直したのち、職員全員でカンファレ
ンスを行っています。その方を取り巻
く全ての環境からの情報を総合し、現
状に即した介護計画を作成していま
す。

入居時にフェイスシート、ＡＤＬ票、
「あなたのことを教えていただけます
か」という書面を通し、本人の思いや
家族の意向を確認してプランを作って
います。体調の変化があれば居室担当
者と計画作成担当者がその都度プラン
を見直しています。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づ
きを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるよ
うに支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者
との情報交換や相談に努めている。又は、そうした場
合に備えて病院関係者との関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできる
ことを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係
者と共にチームで支援に取り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応
急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身
に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地
域との協力体制を築いている。

避難訓練、通報訓練、初期消火訓練の
実施や地域防災訓練への参加など、災
害対策の重要性を理解し取り組んでい
ます。また、災害時の連絡体制につい
ても勉強会にて職員全員で確認し、協
力体制を整えています。

消防署立会いによる夜間想定を含め、
年２回の避難訓練を行っています。玄
関には避難経路を掲示しています。宮
城県内の法人事業所から３・１１の教
訓を得て、消毒剤、ビニール手袋、卓
上コンロ、トイレットペーパー、ラッ
プ等を備蓄しています。

水・食料等は市内の法人本社
で近隣３事業所分を一括して
備蓄しています。ホーム構内
に自販機（災害ベンダー）を
設置する案も出ていますが、
最低限の食料備蓄についての
検討・再考も期待されます。

ご本人様とご家族様の希望をしっかり
とお聞きし方向性を話合い、取り組ん
でいます。また医療機関とも協力し苦
痛や不安のないようサポートすると共
に、関係者とは情報を共有しながら
チームで支援する体制を整えていま
す。

本人や家族の思いを尊重し、重度化や
終末期に向けて医療と連携する体制を
整えるよう取り組んでいます。契約時
には書面「重度化における対応（看取
り介護）の指針について」を示し説明
しています。

事故発生時の対応、救急時の対応は勉
強会を実施し、職員全員で正しい知識
の習得に取り組んでいます。また連絡
体制を確認し合い、職員間の協力体制
も整えています。

医療連携記録を作り報告相談をしてい
ます。ご利用者様の健康を管理し、協
力体制を整え、適切な医療が受けられ
るよう支援しています。

介護サマリーの提出の他、必要な情報
は提供しています。入院中は面会しご
本人様の状態確認をすると共に、ご家
族様や病院関係者との情報交換に努め
ています。話し合いの場に参加するな
ど早期退院に向けて協力しています。

株式会社フィールズ



プライミーしろあん

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損
ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひ
とりのペースを大切にし、その日をどのように過ごし
たいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支
援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや
力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている。

メニューに変化をもたせ、彩り、季
節、節句などを取り入れて五感に働き
かけるようなメニュー作りに努めてい
ます。誕生日はご希望メニューをご用
意しています。調理、配膳準備、盛り
つけ、食器洗い、食器拭きなどは一緒
に取り組んでいます。

利用者と職員が一緒に買い物に出掛
け、好みや希望を反映させながら食材
を選んでいます。食事の準備や後片付
けも可能な限り一緒に行っています。
敬老会では釜飯の出前をとったり外食
の機会を設けて、食事を楽しめるよう
な工夫をして支援しています。

１日のスケジュールを決めてないた
め、一人ひとりの体調やご気分に合わ
せて対応しています。静かに過ごされ
たい方、アクティブに過ごされたい方
など、ご様子を見ながらまたご希望を
伺いながら希望にそった支援をしてい
ます。

その日の衣類はご自身で決めて頂ける
よう支援すると共に、その方の好みや
意向を探りながら対応しています。重
ね着や衣類の乱れが見られた際は、さ
りげなく着こなしを援助しています。
理美容は一覧表で管理し、身だしなみ
に配慮しています。

お一人お一人に合わせた言葉掛けや対
応に取り組んでいます。強制したり、
諦めたりすることなく、その方の暮ら
しが実現できるよう日々工夫をしなが
ら対応しています。

トイレ・入浴の誘導の際には耳元で静
かに声掛けをするなどの配慮をしてい
ます。職員の内部勉強会でもプライバ
シーや人権を課題として取り上げて話
し合っています。個人情報保護規定の
ファイルを玄関コーナーに置き、家族
も閲覧できるようにしています。

食べたい物、行きたい所、ほしい物、
やりたい事など、お一人お一人の思い
や表現を逃さぬよう、また思いを表現
できたり、自己決定ができるような環
境や働き掛けに取り組んでいます。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支
援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひ
とりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしてい
る。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力
や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄
や排泄の自立に向けた支援を行っている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運
動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでい
る。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽し
めるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに、個々に応じた入浴の支援をしている。

排便状況を記録し、状態の把握に努め
ています。牛乳などの乳製品・プルー
ン・押し麦・運動・水分など自然排便
への取り組みを行っています。下剤が
必要な場合は医療機関と相談しながら
繰り返し調整を行い、その方に合わせ
て対応しています。

入浴は曜日を決める事なく、お一人ず
つゆっくりと入って頂いています。お
誘いのタイミングや声のかけ方に工夫
すると共に、無理強いせずにシャワー
浴、清拭、衣類交換なども含めて臨機
応援に対応しています。

入浴は、利用者の希望に沿って支援し
ています。入浴を好まない人には、立
ち上がりや移動のタイミング等をみ
て、工夫しながら誘導しています。清
潔保持の為、シャワー浴や清拭で対応
する場合もあります。希望により同性
介助にも対応しています。

食事の際はお茶をご用意して、食後に
残渣物が残らないよう注意していま
す。就寝時は口腔ケアを援助し、義歯
の洗浄管理も行っています。歯科医と
連携し、口腔内管理を行っています。

排泄状況を記録し、一人ひとりのリズ
ムや状態の把握は毎日行っています。
安易に排泄用品に頼ることなく、トイ
レ案内を増やしたりタイミングを工夫
することで、自立にむけた排泄支援を
行っています。

完全自立の利用者もいますが、個人の
日常記録に時系列で排泄についても記
録し、パターンやリズムを把握してい
ます。入居時にはリハビリパンツを着
用していた利用者も水分量の調整を行
い、布パンツとパットに改善した取り
組み事例もあります。

食事は摂取量、栄養バランスを考慮し
て組み立て、結果を記録し、必要な場
合は修正しながら次に繋げる工夫をし
ています。好き嫌いや、柔らかさ、大
きさなども一人ひとりに合わせると共
に、食事と水分摂取量は毎日記録して
います。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援してい
る。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひ
とりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみご
と、気分転換等の支援をしている。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけら
れるよう支援に努めている。また、普段は行けないよ
うな場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の
人々と協力しながら出かけられるように支援してい
る。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持した
り使えるように支援している。

お金の所持は、ご本人様とご家族様と
で相談し決めています。外出時、希望
された場合は所持金でお支払いを頂い
ております。金銭管理が難しい方は、
さりげなく毎日確認させて頂き、所持
継続の援助を行っています。

暮らしの中で自然にご自身の役割を認
識されている方、促す事で参加される
方など、一人ひとりのお好きな活動や
出来る活動を見極めて対応していま
す。レクリエーションやイベント開催
など、気分転換や楽しみの機会も作っ
ています。

散歩や買い物は日課となっており、ま
た外食や普段行けない所への外出も計
画し取り組んでおります。盆踊りなど
の催し参加や、ご家族様との外出・外
泊も自由にして頂いております。

散歩は２０～３０分のコースでほぼ毎
日行っています。頻繁に近所に出かけ
ることが大切と考えていますが、近隣
の湖へのドライブなども計画していま
す。外にはベンチが置いてあり、日光
浴や外気浴を楽しめるよう支援してい
ます。

就寝時間や起床時間を含め、１日のス
ケジュールを決めていないため、その
方に応じた休息を援助しています。衣
類、寝具、室温等に注意すると共に、
安心感、空腹感、排泄など色々な角度
から安眠・休息を支援しています。

お一人ずつの服薬表はすぐに確認出来
るよう設置しています。医師・薬剤師
から薬に関する情報を得ると共に、経
過についての報告を行い、連携を取り
ながら対応しています。
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プライミーしろあん

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや
り取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、
トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよ
うな刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく
過ごせるような工夫をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者
同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をして
いる。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人
が居心地よく過ごせるような工夫をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している。

ご入居時に新しい物を購入される必要
はなく、その方の部屋をそのまま再現
して頂けるようお願いしています。長
年使っているタンス・テレビ・布団・
テーブルセットなど、その方の過ごし
やすい場所となるよう対応しておりま
す。

エアコン、照明は備え付けですが、
カーテン（防炎）・ベッド・テレビ・
整理たんす等、使い慣れた好みのもの
を持ち込んでいます。家族写真や手芸
作品を飾ったり、書道、大正琴、旅行
本、編み物道具等、趣味のものに囲ま
れ自分らしく過ごす事が出来ていま
す。各所に手すりを設置すると共に、通路

に面したトイレと洗面所は、導線と認
識に配慮した作りになっています。レ
バーやスイッチなどは、あえて手動式
を取り入れています。自立した生活が
送れるよう、状況・状態に応じて取り
組んでいます。

共有スペースはご利用者様が安心・安
全に暮らして頂けるよう「家」を意識
して整備しています。また、五感に働
き掛けるような工夫や強い刺激がない
よう、居心地のよさにも配慮していま
す。

ホームは家と考え華美に飾り付けをせ
ず、和の雰囲気を大切にしています。
リビングは明るく開放的で動線を考慮
した機能的なつくりとなっています。
ユニット別に基調色は異なり、こあが
りの畳コーナーもあります。床暖房も
あり快適に過ごせる設備も整っていま
す。

別のユニットの顔見知りに会いに行か
れる方や、居室でお喋りをされる方な
ど、人との関わりをもたれたい時もあ
れば、居室や玄関ホールで一人の時間
を過ごしたい時もあり、好きな場所
で、好きな方と過ごして頂けるよう対
応しています。

ご家族様との交流は面会や電話で自由
にして頂いております。ご家族様との
関わりは心の安心へ繋がる事を理解
し、気軽に交流して頂けるよう、また
交流が継続できるよう対応しておりま
す。
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56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある ○ 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 ○ 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 67 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 ○ 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

プライミーしろあん

かのん

 事業所名

 ユニット名

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）
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プライミーしろあん

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念をつ
くり、管理者と職員は、その理念を共有して実践につ
なげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流して
いる。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の
理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしてい
る。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価へ
の取り組み状況等について報告や話し合いを行い、そ
こでの意見をサービス向上に活かしている。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実
情やケアサービスの取組みを積極的に伝えながら、協
力関係を築くように取り組んでいる。

プライミーしろあんでどのように過ごされ
たいか？自分に置き換え、ご利用者様の目
線から職員全員で考えました。また理念と
は別に、プライミーしろあんを「家」と
し、理念実現の家訓（職員が何をすべき
か）も設定しました。事業所内の各所に掲
示し、意識の共有を図っています。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

事業者内の買い物や理美容などは全て
近隣で対応しています。日頃から散歩
や玄関掃除など屋外で過ごす事も多
く、挨拶などを通して地域情報を頂い
たりと自然な流れで交流が出来ていま
す。盆踊りや夏祭りなど地域交流も
行っています。

　

盆踊り、夏祭り、防災訓練と地域へ参
加させて頂きました。運営推進会議に
は地域からの参加も頂き、認知症の症
状の話題やご家族様の経験談などを話
合う機会にもなっています。また、広
報誌の配布や地域ケア会議への参加も
行っています。

　

２ヶ月の活動報告を行う中で、参加者
より色々なご意見を頂いております。
参加者のご意見の他、議題にあがった
内容は回答及び検討結果を議事録にま
とめ、次回の会議で報告しています。
欠席者と行政機関へも同じ内容をお送
りしています。

申請・報告等は出来る限り直接窓口に
出向き対応しています。また担当者へ
の問い合わせは気兼ねなくできる状況
であり、協力関係を気づいていると理
解しています。
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プライミーしろあん

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準
における禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機
会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い、防止に努めてい
る。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制
度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と
話し合い、それらを活用できるよう支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等
の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得
を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外
部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させて
いる。

勉強会において虐待の正しい知識習得
を行うと共に、普段から職員間で情報
共有を行い、虐待を見過ごすことな
く、また防止にも努めています。

玄関と各ユニット出入り口は施錠せ
ず、また利用契約時に身体拘束をしな
い事業所として説明をしています。勉
強会では身体拘束の正しい知識習得を
行うと共に、普段から職員間で情報共
有を行い、身体拘束をしないケアに取
り組んでいます。

事業所内に目安箱を設置しています。
普段からコミュニケーションを心がけ
ると共に、運営推進会議での意見を事
業所運営に反映させています。

成年後見制度を利用されている方が数
名いらっしゃいます。ご入居されてか
ら手続きをされた方もおり、制度や手
続きについて資料を準備し、活用でき
るような体制を整えています。

利用契約前から何でも尋ねて頂けるよ
う繰り返しお声掛けをしています。ま
た尋ねられた事に対してもご理解頂く
まで、説明するよう心がけると共に、
気軽に尋ねて頂けるような関係の構築
に努めています。
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プライミーしろあん

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を
聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況
を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自
が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に
努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、
働きながらトレーニングしていくことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつ
くり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活
動を通じて、サービスの質を向上させていく取組みを
している。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている。

本人の経験や能力に応じて外部研修へ
の参加の機会を作ると共に、内部勉強
会を定期的に開催しています。外部研
修及び内部勉強会の資料と参加報告書
は全職員で共有をして、個々の学びへ
結びつくように取り組んでいます。

ミーティングの機会を持ち、職員が意
見を言える場の整備をしています。ま
た普段からコミュニケーションを取り
ながら意見や提案を吸い上げて反映し
ています。１年に１回は個別に意見や
提案を聞く機会を設けています。

年に１回、職員は自己評価を行い自己
の振り返りをすると共に、自身の目標
を設定しています。また居室担当や係
担当を設置し、各職員のやりがいに繋
げていります。

事前情報収集を十分に行い信頼関係構
築のポイントを見出すと共に、環境の
変化はご利用者様の不安や混乱に繋が
る事を理解し、ご入居当初は意識的に
「その方を知る」事に取り組んでいま
す。

開設時は法人研修として既存のグルー
プホームへの他事業所研修を行いまし
た。また外部研修は同業者交流として
位置づけ、積極的に参加しています。
法人研修として既存グループホームの
研修も受け入れました。
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プライミーしろあん

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮ら
しを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人
と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく
関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている。

ご家族様との信頼関係構築のため、入
居相談時点から十分にコミュニケー
ションをとる事を心がけています。ご
入居後はご面会時の他、電話や手紙を
使って情報の共有に取り組んでいま
す。（報告・連絡・相談）

ご本人様及びご家族様の要望は必ず伺
います。また情報収集においてアセス
メントをしっかり行い、課題・目標・
サービス内容を見極めて、日々取り組
んでおります。

その方の出来る力を見つけて活動・活
躍の機会を一緒に行ったり、また他者
と関わりがもてる様な対応もしていま
す。無理強いすることなく、自己決定
を尊重しその方がやる気になる雰囲気
を作っています。

毎月、写真付きのお手紙にてご様子を
お伝えしています。判断や報告を急ぐ
内容は電話にて連絡し、事業所主導で
はなく、共に支える姿勢で取り組んで
います。

ご本人様の生活歴を把握し、今までと
変わりない暮らしが続けられるよう対
応しています。ご家族様やお知り合い
の方の面会のほか、ご家族様との外食
やお墓参りなどに出掛ける方もいらっ
しゃいます。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努
めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係
性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過
をフォローし、相談や支援に努めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、
これまでのサービス利用の経過等の把握に努めてい
る。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている。

必要に応じて相談や支援にむけて取り
組む姿勢です。

ごく自然な流れの中でお互いの役割が
でき、共に協力しながら活動されてい
らっしゃいます。トランプゲームを誘
い合ったり、塗り絵を褒め合ったり、
利用者様同士で自然に関わりをもたれ
ていらっしゃいます。

日常的な関わりの中からご本人様の希
望や意向を吸い上げ、実現に向けて取
り組んでいます。理美容の希望・食べ
たい物・やりたい事、化粧品など、早
い段階で実現できるよう対応していま
す。

事前の情報収集の他、ご入居されてか
らもその方を知ることを続け、その方
の暮らしの把握に努めています。サー
ビス内容に関して、事実と結果を記録
する事で、経過の把握や状態変化の早
期発見に繋げています。

健康状態・精神状態・暮らしのリズム
など、監視するのではなく常にアンテ
ナを張って現状の把握に努めていま
す。また何気ない会話や動き・表情な
ど、まずは普段を知ることで、変化に
早く気づける事を理解して取り組んで
います。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につ
いて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞ
れの意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計
画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、
本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援している。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適
切な医療を受けられるように支援している。

居室担当者と計画作成担当者でケアを
見直したのち、職員全員でカンファレ
ンスを行っています。その方を取り巻
く全ての環境からの情報を総合し、現
状に即した介護計画を作成していま
す。

介護計画に基づいたケース記録とその
方の生活リズムが把握出来る個人日常
記録を使っています。介護計画を日々
の記録に活用することで、毎日モニタ
リングを行い、また生活リズムを把握
することで変化や原因の把握に役立っ
てています。

日用品、希望品、理美容等、一括管理
はせず、直接お店に出向いて自己決定
のもとその方に合わせた柔軟な対応が
出来ています。帰宅願望が見られた際
は、気持ちが落ち着かれるまで一緒に
出掛けています。

買い物、出前、外食、理美容などは
ホーム近隣を活用しています。また自
治会行事へ参加することで、地域との
繋がりを確保しています。

緊急を要する場合はお電話で、その他
は毎月お手紙で医療情報をお伝えして
います。健康チェックは毎日行い、検
査、健康診断、専門医の受診など適切
な医療が受けられるよう支援していま
す。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づ
きを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるよ
うに支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者
との情報交換や相談に努めている。又は、そうした場
合に備えて病院関係者との関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできる
ことを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係
者と共にチームで支援に取り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応
急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身
に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地
域との協力体制を築いている。

医療連携記録を作り報告相談をしてい
ます。ご利用者様の健康を管理し、協
力体制を整え、適切な医療が受けられ
るよう支援しています。

介護サマリーの提出の他、必要な情報
は提供しています。入院中は面会しご
本人様の状態確認をすると共に、ご家
族様や病院関係者との情報交換に努め
ています。話し合いの場に参加するな
ど早期退院に向けて協力しています。

避難訓練、通報訓練、初期消火訓練の
実施や地域防災訓練への参加など、災
害対策の重要性を理解し取り組んでい
ます。また、災害時の連絡体制につい
ても勉強会にて職員全員で確認し、協
力体制を整えています。

ご本人様とご家族様の希望をしっかり
とお聞きし方向性を話合い、取り組ん
でいます。また医療機関とも協力し苦
痛や不安のないようサポートすると共
に、関係者とは情報を共有しながら
チームで支援する体制を整えていま
す。

事故発生時の対応、救急時の対応は勉
強会を実施し、職員全員で正しい知識
の習得に取り組んでいます。また連絡
体制を確認し合い、職員間の協力体制
も整えています。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損
ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひ
とりのペースを大切にし、その日をどのように過ごし
たいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支
援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや
力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている。

お一人お一人に合わせた言葉掛けや対
応に取り組んでいます。強制したり、
諦めたりすることなく、その方の暮ら
しが実現できるよう日々工夫をしなが
ら対応しています。

食べたい物、行きたい所、ほしい物、
やりたい事など、お一人お一人の思い
や表現を逃さぬよう、また思いを表現
できたり、自己決定ができるような環
境や働き掛けに取り組んでいます。

１日のスケジュールを決めてないた
め、一人ひとりの体調やご気分に合わ
せて対応しています。静かに過ごされ
たい方、アクティブに過ごされたい方
など、ご様子を見ながらまたご希望を
伺いながら希望にそった支援をしてい
ます。

その日の衣類はご自身で決めて頂ける
よう支援すると共に、その方の好みや
意向を探りながら対応しています。重
ね着や衣類の乱れが見られた際は、さ
りげなく着こなしを援助しています。
理美容は一覧表で管理し、身だしなみ
に配慮しています。

メニューに変化をもたせ、彩り、季
節、節句などを取り入れて五感に働き
かけるようなメニュー作りに努めてい
ます。誕生日はご希望メニューをご用
意しています。調理、配膳準備、盛り
つけ、食器洗い、食器拭きなどは一緒
に取り組んでいます。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支
援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひ
とりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしてい
る。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力
や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄
や排泄の自立に向けた支援を行っている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運
動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでい
る。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽し
めるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに、個々に応じた入浴の支援をしている。

食事は摂取量、栄養バランスを考慮し
て組み立て、結果を記録し、必要な場
合は修正しながら次に繋げる工夫をし
ています。好き嫌いや、柔らかさ、大
きさなども一人ひとりに合わせると共
に、食事と水分摂取量は毎日記録して
います。

食事の際はお茶をご用意して、食後に
残渣物が残らないよう注意していま
す。就寝時は口腔ケアを援助し、義歯
の洗浄管理も行っています。歯科医と
連携し、口腔内管理を行っています。

排泄状況を記録し、一人ひとりのリズ
ムや状態の把握は毎日行っています。
安易に排泄用品に頼ることなく、トイ
レ案内を増やしたりタイミングを工夫
することで、自立にむけた排泄支援を
行っています。

排便状況を記録し、状態の把握に努め
ています。牛乳などの乳製品・プルー
ン・押し麦・運動・水分など自然排便
への取り組みを行っています。下剤が
必要な場合は医療機関と相談しながら
繰り返し調整を行い、その方に合わせ
て対応しています。

入浴は曜日を決める事なく、お一人ず
つゆっくりと入って頂いています。お
誘いのタイミングや声のかけ方に工夫
すると共に、無理強いせずにシャワー
浴、清拭、衣類交換なども含めて臨機
応援に対応しています。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援してい
る。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひ
とりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみご
と、気分転換等の支援をしている。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけら
れるよう支援に努めている。また、普段は行けないよ
うな場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の
人々と協力しながら出かけられるように支援してい
る。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持した
り使えるように支援している。

就寝時間や起床時間を含め、１日のス
ケジュールを決めていないため、その
方に応じた休息を援助しています。衣
類、寝具、室温等に注意すると共に、
安心感、空腹感、排泄など色々な角度
から安眠・休息を支援しています。

お一人ずつの服薬表はすぐに確認出来
るよう設置しています。医師・薬剤師
から薬に関する情報を得ると共に、経
過についての報告を行い、連携を取り
ながら対応しています。

暮らしの中で自然にご自身の役割を認
識されている方、促す事で参加される
方など、一人ひとりのお好きな活動や
出来る活動を見極めて対応していま
す。レクリエーションやイベント開催
など、気分転換や楽しみの機会も作っ
ています。

散歩や買い物は日課となっており、ま
た外食や普段行けない所への外出も計
画し取り組んでおります。盆踊りなど
の催し参加や、ご家族様との外出も自
由にして頂いております。

お金の所持は、ご本人様とご家族様と
で相談し決めています。お花や果物な
ど、希望品をご自身で購入されてい
らっしゃいます。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや
り取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、
トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよ
うな刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく
過ごせるような工夫をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者
同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をして
いる。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人
が居心地よく過ごせるような工夫をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している。

ご家族様との交流は面会や電話で自由
にして頂いております。ご家族様との
関わりは心の安心へ繋がる事を理解
し、気軽に交流して頂けるよう、また
交流が継続できるよう対応しておりま
す。

共有スペースはご利用者様が安心・安
全に暮らして頂けるよう「家」を意識
して整備しています。また、五感に働
き掛けるような工夫や強い刺激がない
よう、居心地のよさにも配慮していま
す。

別のユニットとを行き来される方や共
有スペースにて大笑いされながらお喋
りを楽しまれている場面は毎日見受け
られています。居室で寛がれたり、窓
やベランダから景色を眺められたりと
移動は自由です。事務所を好まれる方
もいらっしゃいます。

ご入居時に新しい物を購入される必要
はなく、その方の部屋をそのまま再現
して頂けるようお願いしています。長
年使っているタンス・テレビ・布団・
テーブルセットなど、その方の過ごし
やすい場所となるよう対応しておりま
す。

各所に手すりを設置すると共に、通路
に面したトイレと洗面所は、導線と認
識に配慮した作りになっています。レ
バーやスイッチなどは、あえて手動式
を取り入れています。自立した生活が
送れるよう、状況・状態に応じて取り
組んでいます。

株式会社フィールズ



優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1
18
25
48

グループホームにおける重度化は本来のグループ
ホームらしい暮らしの支援を困難にさせます。加
齢に伴う運動機能低下は防ぎようがありません
が、出来る事を見つけ、出来る事を続けていくこ
とが、今のしろあんに求められている身体機能維
持への取り組みと理解しています。

１年後も常時車いすの方が１人もいない
グループホームを目標にします。

機能訓練の取り組みを日常及び介護計画に取り入れ、
身体機能維持向上を目指します。
（ラジオ体操、嚥下体操、外出、役割活動など）

１２ヶ月

2
10
19
28

ご家族アンケートを受け、ご家族様とのコミュニ
ケーション不足を感じました。ご家族様の不安や
心配事など、気軽に話して頂ける関係性作りに取
り組み、事業所だけが支える介護ではなく、ご家
族様と事業所と共にご本人様を支えられる関係へ
と繋げていきたいと思います。

・１年後のご家族アンケートに結果を反映さ
　せます。
・日々の中で、ご家族様との関わりを増やし
　ていきます。
・ご家族様同士が情報交換できる機会を増や
　します。

・職員はご面会時にご本人様のトピックスをお伝え
　し、コミュニケーションのきっかけ作りをしま
　す。
・介護サービス計画の内容をについて、こまめに
　ご意向を伺います。
・茶話会及び家族会へのご参加を促すと共に、家族
　会においてご家族座談会を開催します。

１２ヶ月

3
2
3

自治会へ加入し、夏祭り、盆踊り、防災訓練等を
通して地域参加に取り組んで参りましたが、普段
の関わりが少ない現状があります。

自治会のシニアサロンへ参加します。 事業所としてシニアサロンへ参加できるよう体制
を整えて取り組みます。

０ヶ月

4
11
12
13

開設から１年半が経ち、グループホームで働く職
員としての自覚も出てきました。さらにステップ
アップしながら、また長く勤められる職場作りへ
と取り組んでいく必要があります。

今年度の退職者0人を目標にします。 ・お互いの良い点を認め合い、お互いを褒め合い、
　共に支え合えるチームへと成長できるように取り
　組みます。
・内部勉強会において、自己学習発表の場を設け
　ます。

１２ヶ月

5 35

非常食を事業所で確保していません。 事業所で確保します。 法人にて詳細を決定し、効率的な非常食確保方法確定
後、購入します。

３ヶ月

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取
り組む具体的な計画を記入します。

【目標達成計画】　

事業所名　　プライミーしろあん

作成日：　平成　２６年　５月　１２日

目標達成計画


